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○
ア
バ
ン
・
タ
イ
ト
ル

Ｎ

「
デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
を
無
の
世
界
へ
変
え
る
存
在
、
デ
・
リ
ー

パ
ー
に
立
ち
向
か
う
為
、
ク
ル
モ
ン
は
進
化
の
輝
き
を
全
て
の
デ

ジ
モ
ン
に
放
っ
た
。
李
鎮
宇
達
が
世
界
の
人
々
と
協
力
し
て
送
っ

た
方
舟
・
ア
ー
ク
に
乗
っ
て
タ
カ
ト
達
は
リ
ア
ル
・
ワ
ー
ル
ド
へ

帰
還
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し

」

○
前
話
リ
プ
ラ
イ
ズ
／
物
理
レ
イ
ヤ
ー
の
荒
野

軌
道
を
通
っ
て
ア
ー
ク
が
現
れ
た
！

ジ
ェ
ン
「
ア
ー
ク
だ
！
」

タ
カ
ト
ら
の
前
に
現
れ
、
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
さ
せ
な
が
ら
リ
ア

部
ハ
ッ
チ
が
開
く
。

タ
カ
ト
「
で
も
！

ま
だ
留
姫
と
レ
ナ
モ
ン
が
来
て
な
い
よ
！
」

□
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

○
物
理
レ
イ
ヤ
ー
の
荒
野
／
夜

ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
。
ア
ー
ク
、
小
走
り
で
追
い
つ
け
る
程
の
速
度
。

ヒ
ロ
カ
ズ
「
お
い
ど
ー
す
る
よ
！
」

ジ
ェ
ン
「
小
春
！

と
に
か
く
先
に
乗
っ
て
！

み
ん
な
も
！
」

ケ
ン
タ
「
ヒ
ロ
カ
ズ
ー
っ
、
加
藤
を
乗
せ
よ
う
よ
！
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
お
し
っ
、
ガ
ー
ド
ロ
モ
ン
、
手
伝
っ
て
！
」

ガ
ー
ド
ロ
モ
ン
「
オ
ッ
ケ
ー
」

次
々
と
乗
り
込
ん
で
い
く
子
ど
も
達
。

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
ぉ
」

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
も
乗
っ
て
て
！

お
父
さ
ん
と
約
束
し
た
ん
だ
も
の
！

絶
対
帰
っ
て
ギ
ル
モ
ン
パ
ン
食
べ
る
っ
て
！
」

ギ
ル
モ
ン
「
う
ん
…
…
」

ジ
ェ
ン
「
（
苛
立
ち
）
ど
う
し
た
ら
い
い
！

留
姫

！
」

○
遠
く
の
荒
野
／
未
だ
昼
間

１



疾
走
す
る
キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
。
上
に
は
留
姫
と
、
イ
ン
プ
モ
ン
。

留

姫
「

バ
カ
だ
よ
…
…
」

イ
ン
プ
モ
ン
「
…
…
（
意
識
混
濁
）
」

ぐ
お
ん
！

夜
が
通
過
し
て
い
っ
た
！

留

姫
「
（
は
っ
）
夜
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
…
…
」

キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
「
留
姫
！

私
に
力
を
！
」

留

姫
「
！
」

サ
ッ
と
抜
く
高
速
プ
ラ
グ
イ
ン
Ｂ
カ
ー
ド
。

○
ア
ー
ク
内
（
描
写
は
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り
適
宜
変
更
し
て
く
だ
さ
い
）

ク
リ
ス
タ
ル
の
部
屋
。
子
ど
も
達
と
デ
ジ
モ
ン
が
入
っ
た
ら

そ
れ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
く
ら
い
。
ク
リ
ス
タ
ル
の
向
こ
う

側
は
半
ば
透
け
て
見
え
て
い
る
。

ヒ
ロ
カ
ズ
「
加
藤
、
平
気
か
？

も
う
帰
れ
っ
か
ら
な
」

樹

莉
「
…
…
」

ク
ル
モ
ン
「
ジ
ュ
ー
リ
？

ど
う
し
て
何
も
言
わ
な
い
で
ー
す
か
？
」

ア
ー
ク
の
低
い
唸
り
、
少
し
づ
つ
高
ま
っ
て
い
く
。

小

春
「
わ
ー
、
速
く
な
っ
た
速
く
な
っ
た
」

ロ
ッ
プ
モ
ン
「
急
ぐ
な
り
！
」

○
同
外

タ
カ
ト
「
ど
う
し
よ
う
！

も
う
昇
り
始
め
た
！
」

見
上
げ
る
タ
カ
ト
。
軌
道
は
弧
を
描
い
て
リ
ア
ル
・
ワ
ー
ル

ド
球
へ
伸
び
て
い
る
。

テ
リ
ア
モ
ン
「
（
ジ
ェ
ン
の
頭
上
で
）
ジ
ェ
ー
ン
、
僕
、
見
て
こ
よ
っ
か
」

ジ
ェ
ン
「
君
も
乗
っ
て
ろ
！
」

ジ
ェ
ン
、
テ
リ
ア
モ
ン
を
中
へ
放
る
。

テ
リ
ア
モ
ン
「
わ
ぁ
～
（
呑
気
に
）
」

リ
ョ
ウ
「
俺
が
見
て
く
る
！

サ
イ
バ
ー
ド
ラ
モ
ン
！
」

サ
イ
バ
ー
ド
ラ
モ
ン
、
羽
根
を
広
げ
、
リ
ョ
ウ
を
肩
で
掴
ん

で
飛
び
立
つ
！

２



ジ
ェ
ン
「
頼
ん
だ
ぞ
！
」

少
し
づ
つ
遅
れ
て
い
く
タ
カ
ト
。

タ
カ
ト
「
く
っ
、
は
っ
…
…
わ
っ
！
」

石
に
躓
き
転
ぶ
タ
カ
ト
。

ジ
ェ
ン
「
タ
カ
ト
っ
！
」

そ
の
時
、
ア
ー
ク
は
機
首
を
上
げ
、
上
昇
し
始
め
た
！

○
ア
ー
ク
内

ヒ
ロ
カ
ズ
「
う
あ
っ
！

も
う
飛
び
立
つ
の
か
よ
！
」

後
部
か
ら
落
ち
そ
う
に
な
る
ヒ
ロ
カ
ズ
達
。

ガ
ン
。
そ
れ
を
両
手
を
伸
ば
し
て
止
め
る
ガ
ー
ド
ロ
モ
ン
。

ギ
ル
モ
ン
、
必
死
に
ア
ー
ク
の
中
を
見
回
し
訴
え
る
。

ギ
ル
モ
ン
「
止
ま
っ
て
！

ね
ぇ
止
ま
っ
て
よ
！

ま
だ
タ
カ
ト
た
ち
が
来

な
い
ん
だ
よ
！

止
ま
っ
て
よ
！
」

ケ
ン
タ
「
こ
れ
、
船
な
ん
だ
か
ら
聞
か
な
い
よ
！
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
タ
カ
ト
！
早
く
乗
れ
ぇ
ぇ
ぇ
！
」

○
ネ
ッ
ト
管
理
局
／
管
制
室

ヒ
ュ
プ
ノ
ス
に
ア
ー
ク
の
軌
道
が
描
か
れ
て
い
る
。

鎮

宇
「
よ
し
っ
！

ア
ー
ク
が
戻
っ
て
く
る
ぞ
（
イ
ン
カ
ム
に
）
カ
ー
リ

ー
、
軌
道
補
正
を
頼
む
」

カ
ー
リ
ー
「
（
無
線
／
オ
フ
）
了
解
。
も
う
少
し
ね
、
タ
オ
」

山

木
「
（
不
安
／
呟
く
）
全
員
無
事
、
な
の
か
…
…
？
」

○
地
下
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

複
数
の
端
末
を
行
き
来
す
る
ワ
イ
ル
ド
・
バ
ン
チ
達
。

ド
ル
フ
ィ
ン
「

分
散
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
こ
こ
ま
で
の
事
が
出
来

る
と
は
…
…
。
こ
の
世
界
は
ま
だ
ま
だ
見
捨
て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
」

○
模
式
図

３



Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
へ
、
世
界
か
ら
青
い
無
数
の
線
が
結
ば
れ

て
い
る
。

そ
れ
ら
は
無
数
の
端
末
ご
し
の
、
『
人
』
と
繋
が
っ
て
い
る
。

そ
の
一
人
が

○
留
姫
の
家
／
キ
ッ
チ
ン

モ
ニ
タ
に
食
い
つ
く
様
に
見
入
る
聖
子
。

聖

子
「
（
画
面
読
み
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
次
の
計
算
を
行
っ
て

下
さ
い
、
と
、
え
ー
自
動
的
に
結
果
が
送
信
さ
れ
ま
す
…
…
」

聖
子
、
マ
ウ
ス
で
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
。

聖

子
「
こ
れ
で
、
あ
の
子
た
ち
が
救
え
る
の
よ
ね
…
…
」

○
物
理
レ
イ
ヤ
ー
の
荒
野

既
に
ジ
ェ
ン
と
一
緒
に
走
っ
て
い
る
タ
カ
ト
。

ジ
ェ
ン
「

タ
カ
ト
！

大
丈
夫
か!?

」

タ
カ
ト
「
（
強
い
顔
）
帰
る
時
は
、
み
ん
な
、
一
緒
だ
！
！
」

し
か
し
、
ゆ
っ
く
り
と
軌
道
を
昇
っ
て
い
く
ア
ー
ク
。

○
ア
ー
ク
内

ギ
ル
モ
ン
「
（
必
死
）
止
ま
っ
て
！

止
ま
っ
て
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
！
」

ア
ー
ク
の
機
首
部
、
二
つ
の
ラ
イ
ト
が
ぼ
う
っ
と
光
っ
た
。

○
虚
空

し
ゅ
う
う
う
う
。
停
止
す
る
ア
ー
ク
。

○
ネ
ッ
ト
監
視
室

鎮

宇
「!?

ア
ー
ク
が
止
ま
っ
た
ぞ!?

ど
う
し
た
ん
だ
カ
ー
リ
ー!

?

」

○
物
理
レ
イ
ヤ
ー
の
荒
野

４



虚
空
に
停
止
し
た
ア
ー
ク
か
ら
飛
び
下
り
て
く
る
ギ
ル
モ
ン
。

ギ
ル
モ
ン
「
（
テ
リ
ア
モ
ン
を
頭
に
乗
せ
）
タ
ー
カ
ー
ト
ォ
！
」

テ
リ
ア
モ
ン
「
ジ
ェ
ー
ン
」

タ
カ
ト
「
止
ま
っ
た
…
…
」

と
、
遠
く
よ
り
リ
ョ
ウ
の
声
。

リ
ョ
ウ
「
（
遠
く
オ
フ
）
お
ー
い
！
」

ジ
ェ
ン
「
（
ハ
ッ
と
な
っ
て
振
り
向
く
）

来
た
！
」

凄
ま
じ
い
土
煙
上
げ
、
驀
進
し
て
く
る
キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
。

そ
の
上
空
を
低
空
で
飛
ぶ
サ
イ
バ
ー
ド
ラ
モ
ン
と
リ
ョ
ウ
。

タ
カ
ト
「

（
微
笑
）
留
姫
」

○
地
下
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

カ
ー
リ
ー
「
デ
イ
ジ
ー
！

ど
う
な
っ
て
ん
の
こ
れ
は!

?

」

デ
イ
ジ
ー
「
（
首
を
振
り
）
判
ら
な
い
…
…
。
ア
ー
ク
の
人
工
頭
脳
が
勝
手

な
判
断
を
し
た
と
し
か
」

山

木
「
（
オ
フ
／
無
線
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
暴
走
で
す
か
っ!?

」

ド
ル
フ
ィ
ン
「

ア
ー
ク
のA

I

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
私
が
書
い
た
…
…
」

山

木
「

ど
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
ん
で
す
？
」

ド
ル
フ
ィ
ン
「
（
苦
渋
）
デ
ジ
モ
ン
の
コ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
よ
。
既
に
我

々
に
と
っ
て
未
知
な
る
世
界
で
、
不
測
の
事
態
に
対
応
し
得
る
も

の
は
そ
れ
し
か
な
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
…
…
。
し
か
し
何
故
…
…
。

デ
ジ
モ
ン
と
し
て
の
意
志
や
自
我
ま
で
は
持
っ
て
い
な
い
の
に
」

○
物
理
レ
イ
ヤ
ー
の
荒
野

飛
翔
す
る
キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
。
タ
カ
ト
ら
も
乗
せ
、
ア
ー
ク
後

部
へ
飛
び
込
む
！

続
く
サ
イ
バ
ー
ド
ラ
モ
ン
。
リ
ア
の
デ

ー
タ
圧
縮
ゲ
ー
ト
を
通
る
と
、
キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
は
レ
ナ
モ
ン

に
、
サ
イ
バ
ー
ド
ラ
モ
ン
は
成
長
期
の
姿
に
。

デ
ジ
タ
ル
・
サ
イ
ン
「D

a
t
a

A
r
c
h
i
v
e
d

」
が
浮
か
ぶ
。

や
や
し
て

、
後
部
ハ
ッ
チ
が
閉
じ
、
上
昇
を
再
開
。

５



○
ア
ー
ク
内

ヒ
ロ
カ
ズ
「
お
せ
ー
よ
！

っ
た
く
女
子
は
よ
ー
…
…
」

ケ
ン
タ
「
あ
っ
、
こ
い
つ
…
…
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
え
…
…
」

レ
ナ
モ
ン
、
傷
つ
い
た
イ
ン
プ
モ
ン
を
抱
い
て
い
る
。

ヒ
ロ
カ
ズ
「

留
姫
、
こ
い
つ
が
何
し
た
か
判
っ
て
ん
の
か
」

留

姫
「

（
頷
く
）
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「

（
緊
張
を
解
く
）
判
っ
て
て
、
連
れ
て
帰
り
た
い
っ
つ
ー

ん
な
か
ら
、
ま
、
し
ょ
ー
が
ね
ー
け
ど
」

ガ
ー
ド
ロ
モ
ン
「
し
ょ
ー
が
ね
ー
よ
な
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
お
い
、
俺
の
真
似
す
ん
な
よ
」

ガ
ー
ド
ロ
モ
ン
「
真
似
な
ん
か
し
て
ね
ー
も
ん
」

マ
リ
ン
エ
ン
ジ
ェ
モ
ン
の
声
「
ぴ
ー
ぴ
ー
ぷ
ー
」

ケ
ン
タ
「
ん
？
…
…
あ
あ
ッ
！
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
ど
し
た
よ
ケ
ン
タ

あ
ッ
ッ
！
」

マ
リ
ン
エ
ン
ジ
ェ
モ
ン
、
ケ
ン
タ
の
肩
の
上
で
、
い
つ
の
間

に
か
現
れ
た
Ｄ
ア
ー
ク
で
遊
ん
で
い
る
。

○
物
理
レ
イ
ヤ
ー
上
空

軌
道
に
乗
っ
て
、
リ
ア
ル
・
ワ
ー
ル
ド
に
向
か
っ
て
進
ん
で

い
く
ア
ー
ク

。
と
、
そ
の
ア
ー
ク
を
周
回
し
、
デ
ジ
ノ

ー
ム
が
一
体
、
笑
い
な
が
ら
何
処
か
へ
飛
び
去
っ
て
い
く
。

○
管
制
室

再
び
動
き
だ
し
た
ア
ー
ク
の
グ
リ
ッ
ド
。

鎮

宇
「
動
い
た
。
再
び
動
き
だ
し
た
！

軌
道
を
再
計
算
し
て
く
れ
！
」

山

木
「

デ
ジ
モ
ン
の
コ
ア
を
持
っ
た
、
船

（
思
案
）
」

○
ア
ー
ク
内

６



マ
リ
ン
エ
ン
ジ
ェ
モ
ン
、
Ｄ
ア
ー
ク
を
ケ
ン
タ
に
手
渡
す
。

ケ
ン
タ
「

そ
っ
か
…
…
、
マ
リ
ン
エ
ン
ジ
ェ
モ
ン
が
俺
の
パ
ー
ト
ナ
ー

だ
っ
た
ん
だ
…
…
（
嬉
し
い
）
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
ち
っ
ち
ぇ
ー
…
…
」

ケ
ン
タ
「
（
む
っ
）
こ
れ
で
も
究
極
体
な
ん
だ
ぜ
！
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
…
…
こ
い
つ
は
失
敬
…
…
」

ジ
ェ
ン
「

そ
っ
か
…
…
。
レ
ナ
モ
ン
は
、
イ
ン
プ
モ
ン
を
探
し
て
…
…
」

タ
カ
ト
「

で
も
、
良
か
っ
た
。
間
に
合
っ
て
…
…
」

留

姫
「
（
ぎ
こ
ち
な
く
、
笑
み
）

ご
め
ん
」

ぐ
ん
ぐ
ん
と
物
理
レ
イ
ヤ
ー
が
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。

見
上
げ
る
タ
カ
ト
。

機
首
は
、
六
つ
の
階
層
を
突
き
抜
け
、
ど
ん
ど
ん
と
上
昇
。

横
た
わ
る
イ
ン
プ
モ
ン
、
薄
目
を
開
け

イ
ン
プ
モ
ン
「

い
い
の
か
よ
…
…
？

俺
な
ん
か
が
帰
っ
て
も
…
…
」

○
地
下
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

モ
ニ
タ
を
ワ
ッ
チ
し
続
け
る
デ
イ
ジ
ー
。

デ
イ
ジ
ー
「
（
抑
え
て
、
し
か
し
力
強
く
）
頑
張
る
の
よ
ア
ー
ク
！

も
う

少
し
よ
！

子
ど
も
達
を
こ
の
世
界
に
返
し
て
！
」

ド
ル
フ
ィ
ン
「

（
祈
る
様
に
目
を
閉
じ
る
）
」

バ
ベ
ル
「
軌
道
が
ズ
レ
た
。
リ
ア
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
、
マ
イ
ナ

ス
１
１
４
」

○
管
制
室

鎮

宇
「
ト
レ
ー
ス
を
頼
む
！
」

恵

「
了
解
。
修
正
軌
道
、
出
ま
す
」

地
図
が
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
に
浮
か
ぶ
。
新
宿
中
央
公
園
。

山

木
「
麗
花
！

子
ど
も
達
の
家
族
に
変
更
場
所
を
知
ら
せ
て
く
れ
！
」

麗

花
「

（
や
や
微
笑
）
了
解
」

○
ア
ー
ク
内
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中
階
層
の
厚
み
で
見
え
な
く
な
っ
て
い
く
物
理
レ
イ
ヤ
ー
。

テ
リ
ア
モ
ン
「

、
四
聖
獣
達
、
大
丈
夫
か
な
…
…
」

ジ
ェ
ン
「

彼
ら
の
力
を
信
じ
よ
う
。
だ
っ
て
、
デ
ジ
モ
ン
の
神
様
な
ん

だ
か
ら
…
…
（
信
じ
き
れ
な
い
声
）
」

ギ
ル
モ
ン
は
機
首
部
近
く
で
勝
手
に
喋
っ
て
い
る
。

ギ
ル
モ
ン
「

で
ね
、
ぼ
く
た
ち
す
ご
ー
く
大
変
だ
っ
た
ん
だ
よ
」

タ
カ
ト
「
（
来
て
）
誰
と
話
し
て
る
の
？
」

ギ
ル
モ
ン
「
ん
、
ア
ー
ク
」

タ
カ
ト
「
え
、
で
も
…
…
」

ギ
ル
モ
ン
「
ア
ー
ク
は
ね
、
ギ
ル
モ
ン
の
お
願
い
を
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
、
止

ま
っ
て
く
れ
た
ん
だ
よ
」

タ
カ
ト
「
へ
え
…
…
、
す
ご
い
や
…
…
、
ギ
ル
モ
ン
、
ア
ー
ク
も
…
…
。

ア
ー
ク
、
あ
り
が
と
う
！
」

特
に
反
応
は
し
な
い
ア
ー
ク
。

下
を
見
つ
め
て
い
る
留
姫
に
、
リ
ョ
ウ
、
近
づ
き

リ
ョ
ウ
「
君
た
ち
の
お
蔭
で
、
俺
も
一
年
ぶ
り
く
ら
い
に
帰
れ
る
」

留

姫
「
こ
の
親
不
幸
者
」

リ
ョ
ウ
「
（
ニ
ヤ
）
お
互
い
さ
ま
だ
」

小
サ
イ
バ
ー
ド
ラ
モ
ン
、
テ
リ
ア
、
ロ
ッ
プ
と
遊
ん
で
い
る
。

ク
ル
モ
ン
を
抱
え
、
穏
や
か
に
そ
れ
を
見
て
い
る
樹
莉
。

タ
カ
ト
「

加
藤
さ
ん
…
…
」

樹

莉
「
（
じ
っ
と
タ
カ
ト
を
見
つ
め
る
）
」

タ
カ
ト
「
ホ
ン
ト
に
、
大
丈
夫
？
」

樹

莉
「

」

ク
ル
モ
ン
「
（
困
惑
）
く
る
る
～
？
」

ガ
ク
ン
！

ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
す
る
ア
ー
ク
。

ジ
ェ
ン
「
ど
う
し
た!?

」

ギ
ル
モ
ン
「
ね
ぇ
、
光
の
道
が
も
う
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
、
タ
カ
ト
」

タ
カ
ト
「
え
え
っ!

?

」

○
地
下
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

カ
ー
リ
ー
「
何
て
事
！
」
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ド
ル
フ
ィ
ン
「
何
が
起
き
た!

?

」

バ
ベ
ル
「
軌
道
が
消
さ
れ
た
」

デ
イ
ジ
ー
「
誰
に
よ!?

」

バ
ベ
ル
「
判
ら
ん
。
た
だ
言
え
る
の
は

、
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
の
メ
モ
リ
領
域

か
ら
何
か
が
計
算
に
間
違
っ
た
解
を
与
え
て
い
る
と
い
う
事
だ
」

カ
ー
リ
ー
「
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
を
切
っ
て
！
」

バ
ベ
ル
「
出
来
な
い
！

分
散
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
計
算
を
受
け
止
め

ら
れ
る
の
は
今
は
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
だ
け
な
ん
だ
！
」

デ
イ
ジ
ー
「
あ
あ

、
ア
ー
ク
、
お
願
い
だ
か
ら

」

○
虚
空

リ
ア
ル
・
ワ
ー
ル
ド
が
頭
上
に
広
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
光
の
軌
道
無
き
ア
ー
ク
は
、
そ
こ
で
停
止

否
、

ゆ
っ
く
り
と
後
退
し
て
い
る
。

○
ア
ー
ク
内

小

春
「
ね
ー
、
な
ん
か
戻
っ
て
る
み
た
い
。
ね
ー
、
ロ
ッ
プ
モ
ン
」

ロ
ッ
プ
モ
ン
「
こ
の
ア
ー
ク
な
る
も
の
の
力
、
こ
こ
ま
で
か
…
…
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
じ
ょ
っ
、
じ
ょ
ー
だ
ん
じ
ゃ
ね
ー
よ
っ
。
こ
こ
ま
で
来
て
戻
る

な
ん
て
そ
ん
な
ん
ア
リ
か
よ
っ!

?

」

ジ
ェ
ン
「
軌
道
が
消
え
て
、
ア
ー
ク
は
行
き
先
を
失
っ
た
ん
だ
…
…
」

タ
カ
ト
「

ア
ー
ク
！

聞
こ
え
る!?

」

ジ
ェ
ン
「
タ
カ
ト
…
…
？
」

タ
カ
ト
「
ア
ー
ク
、
も
う
少
し
な
ん
だ
よ
。
あ
と
少
し
で
、
僕
達
は
元
の
世

界
に
戻
れ
る
。
助
け
て
欲
し
い
ん
だ
。
聞
こ
え
て
い
る
で
し
ょ
？
」

ア
ー
ク
の
目
、
反
応
し
た
。

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
の
声
、
聞
こ
え
た
み
た
い
だ
よ
！
」

タ
カ
ト
「
え
っ
？
」

○
虚
空

ゆ
っ
く
り
と
降
下
し
て
い
た
ア
ー
ク
、
最
後
部
が
量
子
分
解
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し
、
そ
れ
が
推
進
力
と
な
っ
て
急
上
昇
を
始
め
る
！

○
ア
ー
ク
内

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！

激
し
い
揺
れ
に
必
死
に
堪
え
る

子
ど
も
達
。

ジ
ェ
ン
「
小
春
ン
ン
ン
！

し
っ
か
り
掴
ま
っ
て
て
！
」

ケ
ン
タ
「
わ
あ
っ
！

後
ろ
か
ら
ア
ー
ク
が
消
え
て
い
く
！
」

タ
カ
ト
「
！

そ
ん
な
！
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
突
入
す
る
ぜ
え
え
え
え
っ
！
！
」

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！

機
首
に
迫
る
リ
ア
ル
・
ワ
ー
ル
ド

の
殻
層
！

○
中
央
公
園
／
ち
び
っ
こ
広
場
／
夕
方

麗

花
「
（
イ
ン
カ
ム
に
）

加
藤
樹
莉
さ
ん
の
ご
両
親
だ
け
、
連
絡
が

と
れ
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
松
本
に
あ
る
奥
様
の
御
実
家
に

」

ル
ミ
子
「
（
走
っ
て
き
て
）
ど
こ
っ!?

ど
こ
な
ん
で
す!

?

」

タ
カ
ト
ら
の
両
親
達
、
毛
布
や
ポ
ッ
ト
を
手
に
、
あ
ち
こ
ち

に
立
っ
て
見
回
し
て
い
る
。

麗

花
「
（
イ
ン
カ
ム
の
声
を
聞
き
）

来
ま
す
！

こ
こ
に
現
れ
ま
す
」

タ
カ
ト
の
母
「

タ
カ
ト
…
…
（
祈
る
様
に
）
」

バ
チ
バ
チ
バ
チ
！

閃
光

、
そ
し
て
、
急
速
に
現
出
す

る
デ
ジ
タ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
。

巨
大
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
の
中
か
ら
突
き
出
し
て
く
る
、
ア
ー

ク
の
機
首
。

愕
然
と
見
守
る
両
親
達
。

ズ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
。
停
止
し
た
。
突
き
出
た
機
首
の
下
側
ハ
ッ

チ
が
開
き

、
テ
リ
ア
モ
ン
が
逆
さ
ま
に
顔
を
出
す
。

小
春
の
母
「
！
」

テ
リ
ア
モ
ン
「
へ
へ
へ
ー
」

引
っ
込
む
テ
リ
ア
モ
ン
。

不
安
気
に
見
守
る
両
親
達
。
手
を
握
り
会
う
松
田
夫
妻
。

タ
カ
ト
の
母
「
！
」
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タ
カ
ト
の
足
が
、
出
て
き
た
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
を
伝
っ
て

降
り
立
つ
。

タ
カ
ト
の
父
母
「
（
口
々
に
）
タ
カ
ト
！
」

以
下
音
楽
押
し
で

陸
橋
を
走
っ
て
く
る
聖
子
。
白
い
息
を
吐
き
な
が
ら

聖

子
「
（
は
あ
、
は
あ
、
は
あ

！
）
」

聖
子
が
見
た
の
は

再
会
。
子
ど
も
達
と
、
そ
の
親
達
。

子
ど
も
達
は
毛
布
に
く
る
ま
り
、
湯
気
の
た
つ
カ
ッ
プ
の
ミ

ル
ク
を
飲
ん
で
い
る
。

こ
っ
ぴ
ど
く
両
親
に
叱
ら
れ
て
い
る
ケ
ン
タ
。

ガ
ー
ド
ロ
モ
ン
を
ど
こ
か
へ
置
い
て
い
け
と
言
わ
れ
、
同
じ

ポ
ー
ズ
で
困
る
ヒ
ロ
カ
ズ
と
ガ
ー
ド
ロ
モ
ン
。

皮
ジ
ャ
ン
を
羽
織
っ
た
留
姫
を
抱
い
て
号
泣
す
る
ル
ミ
子
。

側
で
そ
っ
と
留
姫
の
髪
を
撫
で
る
聖
子
。

「
あ
れ
？
」
と
見
回
す
留
姫
、
レ
ナ
モ
ン
。

独
り
、
暗
い
道
を
歩
き
去
っ
て
い
く
イ
ン
プ
モ
ン
。

し
ゃ
が
ん
で
小
春
を
抱
き
し
め
て
い
る
母

。

ジ
ェ
ン
「

（
ご
め
ん
な
さ
い
）
」

と
、
ジ
ェ
ン
振
り
向
く
。

父
・
鎮
宇
、
山
木
、
ワ
イ
ル
ド
・
バ
ン
チ
が
集
ま
っ
て
き
た
。

タ
カ
ト
は
、
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
、
し
か
し
笑
顔
を
両
親
に

向
け
て
い
る
。

唇
を
噛
み
、
喜
び
に
堪
え
て
い
る
母
親
。
父
親
は
、
拳
で
軽

く
タ
カ
ト
の
頭
を
叩
く
。

と
！

ズ
ズ
ズ
ス
ズ
。
ア
ー
ク
が
下
が
っ
て
い
く
。

山

木
「
（
『
離
れ
て
！
』
）
」

タ
カ
ト
「
！
」

無
機
的
な
『
顔
』
が
、
デ
ジ
タ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
の
霧
の
中

へ
消
え
て
い
く

。

タ
カ
ト
「
（
『
ア
ー
ク
！
』
）
」

ギ
ル
モ
ン
「

（
哀
し
み
）
」

も
う
、
そ
こ
に
は
た
だ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
し
か
、
無
い
。
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夜
空
に
聳
え
る
、
都
庁
舎
。
今
は
未
だ
、
平
和
。

Ｎ

「
テ
イ
マ
ー
た
ち
の
家
は
、
避
難
区
域
と
な
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
両
親
と
共
に
、
東
京
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
」

イ
メ
ー
ジ
的
に
。
手
を
振
っ
て
再
会
を
約
束
す
る

ヒ
ロ
カ
ズ
と
ガ
ー
ド
ロ
モ
ン
、
ケ
ン
タ
と
マ
リ
ン
Ａ
モ
ン
。

ジ
ェ
ン
と
小
春
、
テ
リ
ア
モ
ン
と
ロ
ッ
プ
モ
ン
。

留
姫
と
レ
ナ
モ
ン
。

リ
ョ
ウ
と
サ
イ
バ
ー
ド
ラ
モ
ン
（
成
長
期
）
。

音
楽
押
し
こ
こ
ま
で

一
人
、
じ
っ
と
都
庁
を
見
上
げ
て
い
る
、
樹
莉
（
留
姫
の
皮

ジ
ャ
ン
を
羽
織
っ
て
い
る
）
。
そ
れ
を
見
つ
め
る
ク
ル
モ
ン
。

そ
こ
か
ら
や
や
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
た
タ

カ
ト
と
両
親
、
そ
れ
に
山
木
の
許
に

麗

花
「
（
来
て
）
や
っ
と
松
本
と
連
絡
が
と
れ
ま
し
た

が
…
…
」

山

木
「
ど
う
し
た
」

麗

花
「
（
樹
莉
を
見
て
）
あ
ん
な
勝
手
な
娘
、
帰
り
た
い
な
ら
一
人
で
来

い
、
と
…
…
」

山

木
「
（
呻
く
）
」

麗

花
「

多
分
、
本
心
で
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
…
…
」

じ
っ
と
樹
莉
を
見
つ
め
て
い
た
タ
カ
ト

、
両
親
に
向
き

タ
カ
ト
「

僕
、
送
っ
て
く
る
」

タ
カ
ト
父
「
え
…
…
」

タ
カ
ト
「
加
藤
さ
ん
を
一
人
で
な
ん
て
、
僕
行
か
せ
ら
れ
な
い
ん
だ
」

タ
カ
ト
母
「

（
一
瞬
、
困
惑
）
」

タ
カ
ト
父
「
し
か
し

」

タ
カ
ト
母
「

（
笑
み
を
作
り
、
夫
の
肩
を
叩
き
）
い
い
じ
ゃ
な
い
。
も

う
ど
こ
か
判
ら
な
い
と
こ
に
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
し
」

タ
カ
ト
父
「
（
嘆
息
）
…
…
。
男
は
つ
ら
い
も
ん
だ
よ
な
」

タ
カ
ト
母
「
ち
ゃ
ん
と
送
っ
た
ら
、
必
ず
逗
子
の
お
ば
さ
ん
家
に
来
る
の
よ
！

判
っ
た!

?

」

タ
カ
ト
「
う
ん
！

あ
り
が
と
う
！
」

タ
カ
ト
父
「
ギ
ル
モ
ン
パ
ン
は
、
ま
た
お
預
け
だ
な
（
苦
笑
）
」

ギ
ル
モ
ン
「
う
ん
、
で
も
楽
し
み
に
し
て
る
！
」
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山

木
「
松
本
か
…
…
。
新
宿
駅
周
辺
の
交
通
機
関
は
今
止
ま
っ
て
い
る
。

待
っ
て
く
れ
」

山
木
、
モ
パ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
を
出
し
て
、
情
報
を
探
す
。

タ
カ
ト
「

」

○
三
鷹
駅
／
深
夜

山

木
「
（
オ
フ
）
中
央
本
線
な
ら
三
鷹
か
ら
行
け
る
。
急
行
ア
ル
プ
ス
の

夜
行
だ
」

ホ
ー
ム
に
止
ま
っ
て
い
る
特
急
ア
ル
プ
ス
。

タ
カ
ト
と
ギ
ル
モ
ン
（
頭
上
に
ク
ル
モ
ン
）
、
駅
弁
を
抱
え

て
ホ
ー
ム
を
走
り
、
飛
び
乗
る
。

○
中
央
公
園
〔
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
〕

山

木
「
（
サ
ン
グ
ラ
ス
を
と
り
、
笑
顔
で
）
無
事
で
、
良
か
っ
た
」

○
三
鷹
駅

発
車
の
ベ
ル
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
。

駅
員
ア
ナ
ウ
ン
ス
「
間
も
な
く
信
濃
大
町
行
き
急
行
ア
ル
プ
ス
、
発
車
い
た

し
ま
す
。
ご
乗
車
の
方
は

」

ぷ
し
ゅ
ー
。
ド
ア
が
閉
じ
、
滑
り
出
す
ア
ル
プ
ス
。

○
ア
ル
プ
ス
車
内

車
内
に
入
る
タ
カ
ト
た
ち
。

ほ
ぼ
無
人
の
車
内
の
一
席
に
、
樹
莉
が
座
り
、
窓
の
外
を
見

つ
め
て
い
る
。

タ
カ
ト
「
ふ
う
。
駅
弁
買
っ
て
き
た
よ
」

ギ
ル
モ
ン
「
ギ
ル
モ
ン
た
ち
、
走
っ
て
ば
っ
か
り
だ
ね
ー
」

タ
カ
ト
「
（
苦
笑
）
ホ
ン
ト
だ
ね
…
…
」

樹
莉
は

、
全
く
反
応
し
て
い
な
い
。
膝
の
上
で
眠
っ
て

い
る
ク
ル
モ
ン
。
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タ
カ
ト
「

加
藤
、
さ
ん
…
…
？
」

樹
莉
、
タ
カ
ト
の
方
を
向
く
。

真
正
面
に
見
つ
め
ら
れ
、
思
わ
ず
ど
き
ま
ぎ
し
て
目
を
落
と

す
タ
カ
ト
。

樹

莉
「
…
…
」タ

カ
ト
、
ふ
と
窓
外
を
見
る

。

タ
カ
ト
「

！
」

暗
い
街
に
、
点
々
と
あ
る
明
か
り
。
ビ
ル
の
広
告
塔

。

そ
れ
ら
が
流
れ
て
い
く
。

タ
カ
ト
「

な
ん
か

、
や
っ
と
帰
っ
て
き
た
、
っ
て
感
じ
だ
ね
…
…
」

暫
く
黙
っ
て
、
外
を
見
て
い
る
彼
ら
。

○
東
京
都
下

ふ
ぁ
ぁ
ぁ
ん
ん
ん
。
田
園
を
走
り
抜
け
る
夜
行
列
車
。

○
客
室
内

足
元
に
置
か
れ
た
、
駅
弁
の
空
き
包
み
。

ギ
ル
モ
ン
と
ク
ル
モ
ン
、
眠
っ
て
い
る
。

タ
カ
ト
「

加
藤
さ
ん
は

、
い
い
子
だ
よ
…
…
。
と
っ
て
も
…
…
」

タ
カ
ト
、
樹
莉
を
チ
ラ
と
見
る
。

樹
莉
は
タ
カ
ト
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
だ
け
。

タ
カ
ト
「

加
藤
さ
ん
、
と
、
こ
う
や
っ
て
い
ら
れ
る
な
ん
て
、
ホ
ン
ト

は
夢
み
た
い
な
事
…
…
、
な
ん
だ
…
…
」

樹

莉
「

」

タ
カ
ト
「

加
藤
さ
ん
、
よ
く
僕
に
話
し
か
け
て
く
れ
た
、
で
し
ょ
…
…
。

僕
、
心
の
中
で
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
ホ
ン
ト
は
加
藤
さ
ん
、
僕

の
事
好
き
な
の
か
な
、
っ
て
…
…
」

樹

莉
「

」

タ
カ
ト
「
（
赤
面
）
あ
っ
、
で
も
、
そ
れ
は
そ
う
か
な
っ
て
、
想
像
し
た
だ

け
で
、
っ
て
い
う
か

」

樹

莉
「

」

タ
カ
ト
「

（
真
顔
に
戻
っ
て
）
そ
う
じ
ゃ
な
く
て

、
僕
が
、
加
藤
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さ
ん
の
事
、
を
…
…
」

樹

莉
「

」

タ
カ
ト
「
ぼ
く
、
困
る
ん
だ
…
…
。
（
涙
が
浮
か
ぶ
）
一
緒
に
テ
イ
マ
ー
に

な
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
を
一
緒
に
冒
険
出
来
て
、
僕
、

と
っ
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
で
も
、
レ
オ
モ
ン
が
い
な
く
な
っ
て
、

と
っ
て
も
悲
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
ち
ゃ
っ
て

。
僕
、
加
藤
さ

ん
を
元
気
に
リ
ア
ル
・
ワ
ー
ル
ド
に
連
れ
て
帰
ら
な
き
ゃ
っ
て
、

だ
か
ら
僕
、
加
藤
さ
ん
が
、
そ
ん
な
、
何
も
言
わ
な
い
み
た
い
な

の

、
何
も
気
持
ち
が
無
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
な
、
そ
う

い
う
の

、
困
る
ん
だ
！
」

○
山
岳
部

暗
い
山
稜
。
走
り
抜
け
て
い
く
列
車
の
窓
の
灯
。

○
車
内
／
連
結
部

が
こ
ん
。
駅
弁
の
包
み
を
ゴ
ミ
棄
て
に
入
れ
る
タ
カ
ト
。

タ
カ
ト
「

」た
だ
暗
い
ば
か
り
の
、
ド
ア
の
窓
。

○
客
車
内

自
動
ド
ア
を
開
け
、
タ
カ
ト
入
っ
て
く
る
と

タ
カ
ト
「
あ
っ
！
」

車
掌
が
ギ
ル
モ
ン
を
見
て
怯
え
、
無
線
で
連
絡
を
し
て
い
る
。

ギ
ル
モ
ン
「
（
困
っ
た
顔
）
あ
っ
、
タ
カ
ト
ー
」

タ
カ
ト
「
（
駆
け
寄
り
）
あ
の
っ
！

ち
ゃ
ん
と
払
い
ま
し
た
！

ギ
ル
モ

ン
大
き
い
か
ら
、
大
人
の
料
金
！
」

車

掌
「
そ
う
い
う
事
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ!

?

こ
れ
何
？

デ
ジ
モ
ン
で
し

ょ!?

デ
ジ
モ
ン
て
危
な
い
ん
で
し
ょ!?

」

タ
カ
ト
「
違
い
ま
す
っ
！

ギ
ル
モ
ン
は
、
僕
た
ち
の
街
を
守
る
為
に
戦
っ

っ
て
く
れ
た
し

」

車

掌
「
あ
れ
は
も
っ
と
で
っ
か
い
デ
ジ
モ
ン
で
し
ょ
。
色
し
か
似
て
な
い
」
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タ
カ
ト
「
だ
か
ら
、
あ
れ
は
こ
の
ギ
ル
モ
ン
が
進
化
し
た
完
全
体
で
ぇ
」

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
、
ギ
ル
モ
ン
進
化
し
た
方
が
い
い
？
」

タ
カ
ト
「
だ
め
ぇ
ぇ
ぇ
っ
！

こ
ん
な
と
こ
で
進
化
し
ち
ゃ
」

ギ
ル
モ
ン
「
ギ
ル
モ
ン
、
ま
た
お
腹
す
い
て
き
ち
ゃ
っ
た
」

タ
カ
ト
「
（
だ
ー
ー
ー
っ
）
え
え
ー
っ
？
」

車

掌
「

な
ん
か
で
も
、
呑
気
な
奴
だ
ね
ぇ
…
…
」

タ
カ
ト
「

そ
う
な
ん
で
す
！

ギ
ル
モ
ン
は

」

車

掌
「
（
嘆
息
）
ま
、
い
い
か
…
…
。
見
な
か
っ
た
事
に
す
れ
ば
」

タ
カ
ト
「

（
笑
み
）
あ
り
が
と
う
！
」

車

掌
「
え
っ
と
、
松
本
ま
で
だ
っ
け
？
」

タ
カ
ト
「
は
い
っ
」

車

掌
「
（
微
笑
）
良
い
旅
を
（
帽
子
の
つ
ば
に
指
を
置
き
）
」

去
っ
て
い
く
車
掌
。

タ
カ
ト
「
ふ
ぅ
ぅ
…
…
」

ク
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
、
モ
ン
…
…
？
」

タ
カ
ト
「
え
…
…
？

（
ハ
ッ
）
」

樹
莉
、
立
ち
上
が
っ
て
目
を
見
開
き

樹

莉
「
（
ブ
ツ
ブ
ツ
と
抑
揚
無
く
）

信
州
は
心
の
古
里
旅
の
思
い
出

づ
く
り
を
チ
ケ
ッ
ト
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
是
非
ご
予
約
を

」

そ
の
視
線
の
先
を
見
る
タ
カ
ト
。

ド
ア
脇
に
貼
ら
れ
た
観
光
ポ
ス
タ
ー
。

タ
カ
ト
「
（
暗
然
）

加
藤
、
さ
ん
…
…
」

○
松
本
駅
改
札
口
／
未
明
（
四
時
三
十
一
分
着
）

見
回
し
な
が
ら
出
て
く
る
タ
カ
ト
達
。
と

、
暗
が
り
に

じ
っ
と
腕
を
組
ん
で
立
ち
、
樹
莉
を
見
つ
め
て
い
る
中
年
の

男

樹
莉
の
父
親
、
肇
。

タ
カ
ト
「
（
あ
…
…
）
こ
、
こ
ん
に
ち
は
…
…
。
あ
の
、
ぼ
く

」

○
松
本
市
内
〔
中
町
通
り
～
東
宝
セ
ン
ト
ラ
ル
近
く
〕
（
以
下
音
楽
押
し
）

肇
、
タ
カ
ト
、
樹
莉
、
ギ
ル
モ
ン
（
の
上
に
ク
ル
モ
ン
）
、

や
や
間
隔
を
開
け
、
黙
っ
て
歩
い
て
い
く

。
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城
下
町
の
裏
道
。
土
蔵
作
り
の
店
も
、
未
だ
閉
ま
っ
て
い
る
。

○
城
下
町
／
樹
莉
の
義
母
の
家

「
樋
口
」
の
表
札
の
、
古
い
民
家
。

樹
莉
の
義
母
、
樹
莉
に
泣
き
な
が
ら
話
し
か
け
て
い
る
。

む
す
っ
と
し
て
い
る
父
親
。
未
だ
眠
く
て
目
を
こ
す
っ
て
い

る
幼
い
弟
。

タ
カ
ト
、
お
じ
ぎ
を
す
る
。
ギ
ル
モ
ン
も
。

タ
カ
ト
、
樹
莉
を
見
つ
め
る
。

樹
莉
は
、
義
母
の
家
を
見
回
し
て
い
る
ば
か
り
。

タ
カ
ト
「

（
寂
し
そ
う
）
」

○
松
本
駅
待
合
室
／
早
朝
（
五
時
頃
）

足
ど
り
重
く
、
歩
い
て
く
る
タ
カ
ト
、
そ
し
て
ギ
ル
モ
ン
。

タ
カ
ト
「

（
あ
）

ク
ル
モ
ン
は
…
…
（
見
回
そ
う
と
す
る
と
）
」

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
、
ね
ぇ
、
あ
れ
何
？
」

タ
カ
ト
「
え
…
…
？
」

ギ
ル
モ
ン
が
指
し
て
い
る
方
に
人
だ
か
り
。

近
づ
く
と
、
大
型
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
Ｔ
Ｖ
中
継
画
面
。

タ
カ
ト
「

（
す
ぐ
に
認
知
出
来
な
い
）

嘘
だ
よ
…
…
」

映
っ
て
い
る
の
は

、
新
宿
新
都
心
。
そ
れ
は

○
新
宿
新
都
心

タ
カ
ト
「
（
オ
フ
／
悲
痛
）
こ
ん
な
の
嘘
だ
よ
！
！
！
！
」

都
庁
を
中
心
に
、
超
高
層
ビ
ル
群
が
、
赤
黒
く
う
ね
る
デ
・

リ
ー
パ
ー
の
泡
に
侵
さ
れ
て
い
た

。

以
下
次
回
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